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１ 各委員会の実施状況 

 (1) 選考委員会の開催 

回 数 期日・会場 内 容 

第1回 R7.6.10(火) 

宇都宮市 

とちぎ福祉プラザ 

・令和 6年度栃木県運営適正化委員会の事業について 

・栃木県運営適正化委員会委員の辞任に伴う後任委員の選考

について 

 

 (2) 運営適正化委員会の開催 

回 数 期日・会場 内 容 

第1回 R7.5.27(火) 

宇都宮市 

とちぎ福祉プラザ 

・令和 6年度事業報告について 

・令和 7年度事業計画(案)について 

 

 (3) 運営監視委員会の開催 

回 数 期日・会場 内 容 

第１回 R7.5.27(火) 

宇都宮市 

とちぎ福祉プラザ 

・令和6年度とちぎ権利擁護センター実績報告について（報

告） 

・令和6年度運営監視改善申し入れ事項に対する報告につい

て（報告） 

・令和7年度運営監視について 

第2回 R8.2.26(木) 

宇都宮市 

とちぎ福祉プラザ 

・令和 6 年度県社協への申し入れ事項について（栃木県社協報

告） 

・令和7年度運営監視結果について 

・令和8年度運営監視日程等について 

 

(4) 苦情解決委員会の開催 

回 数 期日・会場 内 容 

第１回 R7.5.27(火) 

宇都宮市 

とちぎ福祉プラザ 

・継続審議（1件） 

第２回 R7.8.1(金） 

宇都宮市 

とちぎ福祉プラザ 

・継続審議（1件） 

第３回 R7.10.3(金) 

宇都宮市 

とちぎ福祉プラザ 

・継続審議（1件） 

 

第４回 R7.11.27(木) 

宇都宮市 

とちぎ福祉プラザ 

・継続審議（1件） 

・巡回支援の実施について 

第５回 R8.1.22(木) 

オンライン 

・新規審議（1件） 

・巡回支援の実施について 
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回 数 期日・会場 内 容 

第６回 R8.3.16(月) 

宇都宮市 

とちぎ福祉プラザ 

・新規審議（1件） 

・継続審議（1件） 

・巡回支援の実施について 

 

２ 運営監視事業の実施状況 

 (1) 市町社会福祉協議会への訪問調査 

   「運営監視委員会による訪問調査実施要領」に基づき、日常生活自立支援事業（あすて

らす）を実施している市町社会福祉協議会に訪問調査を行い、調査結果に基づき改善依頼

事項を通知した。また、栃木県社会福祉協議会に対しては、次の改善事項について通知を

行った。 

   なお、令和３年度から令和４年度にかけて、あすてらす事業が 13 の基幹的社会福祉協

議会への委託方式から全市町社会福祉協議会（25 市町社会福祉協議会）への委託方式に

変更したことから、全ての市町社会福祉協議会を１年おきに訪問することとした。 

   【市町社会福祉協議会訪問調査状況】 

期日 訪問社会福祉協議会名 

R7.7.4(金) 大田原市社会福祉協議会 

R7.7.29(火) 真岡市社会福祉協議会 

R7.7.29(火) 益子町社会福祉協議会 

R7.8.6(水) さくら市社会福祉協議会 

R7.9.17(水) 上三川町社会福祉協議会 

R7.9.29(月) 栃木市社会福祉協議会 

R7.10.9(木) 茂木町社会福祉協議会 

R7.10.9(木) 市貝町社会福祉協議会 

R7.10.22(水) 那須町社会福祉協議会 

R7.11.13(木) 那須塩原市社会福祉協議会 

R7.11.26(水) 宇都宮市社会福祉協議会 

R7.12.11(木) 高根沢町社会福祉協議会 

R7.12.11(木) 芳賀町社会福祉協議会 

 

 

【栃木県社会福祉協議会に対する改善事項】 

１．銀行からのお金の引き出しと預貯金通帳と印鑑の管理について 

 現金を引き出す際に出金伝票を作成する職員と取引き印を押印する職員が同一の職員となってい

る社協がありました。リスク管理の上からも同一人物が対応することはないように委託元として指

導をお願いします。 
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２．ケース記録への適切な記載について 

  日常生活費のみを取り扱う専用口座の通帳残高が100万円を超える利用者に対して定期的な意

向確認や新たな通帳の作成または別通帳への振替を促し、利用者に働きかけを行った際には、そ

の経過が分かるようケース記録等に記録するように御指導願います。 

  また1000万円を超える利用者への働きかけについても同様にお願いします。 

  上記を確認し、それらをケース記録に記載する趣旨も含めてご指導ください。 

 

３．現金の取扱いについて 

 「受託団体の出納業務や利用者等からの預かり金品の管理等に関する６のチェックポイント」に

あるように現金の取扱いは原則禁止となっています。現金を取扱うことについては、可能な限りな

いように御指導をお願いします。 

 

４．通帳残高の月次決裁について  

  日常使用する通帳の預金残高の確認が正しく行われていない社協や複数人による確認が行われ

ていない社協がありましたので、リスク管理の観点から、残高を確認し、責任者等の決裁を受け

るよう御指導をお願いします。 

 

５．支援計画の再評価及び見直しの適切な実施について 

  支援計画の再評価を定められた時期に実施していない社協や支援計画の見直しを行って

いない社協がありましたので、適正に実施するよう御指導をお願いします。 

 

６．予算の確保（実施体制の強化）について 

予算について、補助元の栃木県においてはかなりの改善をしていただいているところです

が、適正な人員を配置し、必要な人に必要なサービスが時期を逸することなく行き渡るよう、

実施体制の強化を図るための更なる予算の確保に関係各所への働きかけを行い予算の確保

に努めていただきますようお願いします。 

 

 (2) とちぎ権利擁護センター契約件数（R8.3.31現在） 
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(22) 

48 

(2) 

48 

(6) 

65 

(8) 

90 

(16) 

46 

(11) 

83 

(10) 

20 

(1) 

75 

(7) 

31 

(12) 

143 

(30) 

18 

(5) 

20 

(3) 

16 

(0) 
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上

三

川 

益
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茂

木 

市

貝 

芳

賀 

壬

生 

野

木 

塩

谷 

高

根

沢 

那

須 

那

珂

川 

計 

4 

(0) 

12 

(1) 

4 

(0) 

11 

(2) 

17 

(0) 

3 

(1) 

19 

(1) 

12 

(5) 

10 

(4) 

23 

(4) 

18 

(6) 

930 

(157) 

上段：契約数 

下段：新規契約数 

 

３ 苦情解決事業の実施状況 

⑴  苦情相談等の概要 

   令和７年４月～令和８年３月の苦情及び相談受付件数は、総数 152件であった。そのう

ち苦情として扱ったものは 131件あり、その他は苦情まで至らない相談や、苦情解決制度

に関する照会であった。（P7～15参照） 

 

 ⑵ 啓発・広報活動 

   ・苦情相談窓口周知のためのポスターを配布した。 

   ・県内市町行政・社協へ苦情解決制度周知を依頼した。 

 

 ⑶ 研修会・セミナーの開催 

事業名 期日・会場 内 容 参加人数 

福祉サービス苦情

解決研修会 

R7.12.2（火） 

宇都宮市 

とちぎ福祉プラザ 

講義「不満を信頼に変える！実践できる苦情対

応のコツ」 

講師 株式会社ヒューマンキャリアダイナミク

ス 大野陽子氏 

235人 

 

 ⑷ 巡回指導・巡回支援の実施 

   「福祉サービス苦情解決巡回指導及び巡回支援実施要領」に基づき、福祉サービス事業

所を訪問し、苦情解決体制整備等への支援を行った。（高齢１か所、障害２か所、児童３か

所） 

 

 ⑸ 関係機関研修会・会議への参加  

会議等名 期日・会場 内 容 

運営適正化委員会事業

研究協議会 

(主催)全国社会福祉協

議会 

R7.7.7(月) 

東京都 

全国社会福祉協議会 

(1)行政説明 

｢『地域共生社会の在り方検討会議』における

権利擁護に関する検討状況と社会福祉法改正に

向けた動向について｣    
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会議等名 期日・会場 内 容 

厚生労働省社会・援護局福祉基盤課 

(2)説明 

 「運営適正化委員会事業の実施状況と令和 7 

年度の本会の取り組みについて」 

   全国社会福祉協議会政策企画部 

 「日常生活自立支援事業の現状と課題及び同事

業をめぐる動向について」  

      全国社会福祉協議会地域福祉部 

(3)実践報告  

「運営適正化委員会事業における実践報告」 

①苦情解決にむけた事業所支援の取り組みに

ついて（香川県）  

②運営監視業務の取り組みについて（秋田県） 

(4)グループ協議 

 ①苦情解決に向けた事業所支援の取り組み 

 ②運営監視業務の取り組みについて 

⑸講義 

 ｢日常生活自立支援事業の運営監視業務の役割

について｣（仮題） 

   元 立教大学コミュニティ福祉学部 教授  

福祉サービスの質の向上推進委員会  

副委員長 平野 方紹 氏 

介護サービス相談担当

者連絡会 

(主催)栃木県国民健康

保険団体連合会 

R7.7.31(木) 

オンライン 

(1)報告事項 

①令和6年度介護サービスに係る苦情・相談の

状況について 

②令和7年度事業計画について 

(2)説明 

①「栃木県運営適正化委員会の事業について」 

栃木県運営適正化委員会事務局 

 ②「介護事故について」 

   栃木県保健福祉部 高齢対策課 

関東甲信越静ブロック

運営適正化委員会委員

長等連絡会及び相談員

連絡会 

R7.10.24(金) 

千葉県 

千葉県社会福祉センタ

ー 

(1)全社協情勢説明 

(2)提出議題の協議 

(3)情報交換 

運営適正化委員会相談 R7.11.6(木)～ 

R7.11.7(金) 
(1)説明 
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会議等名 期日・会場 内 容 

員研修会 

(主催)全国社会福祉協

議会 

東京都 

全国社会福祉協議会 
 「運営適正化委員会の役割と現状」 

   全国社会福祉協議会政策企画部 

(2)講義  

「福祉施設・事業所におけるカスタマーハラス

メントへの対応と権利擁護について」 

   東京八丁堀法律事務所  

弁護士 八杖 友一 氏 

「就労支援事業所の取組から学ぶ、苦情解決と

福祉サービス向上のための洞察」 

コロニーもみじやま支援センター  

所長 井上 忠幸 氏 

(3)グループによる情報交換 

(4)講義・演習（事例検討） 

 「精神障害の特性とかかわりについて」 

   愛知淑徳大学 教授 瀧 誠 氏 
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　(６)令和７年度苦情・相談受付件数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

苦情 25 7 6 10 7 15 8 11 9 7 15 11 131

相談 8 1 1 2 2 1 3 3 21

計 33 8 6 10 8 15 8 13 11 8 18 14 152

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

電話 28 8 3 10 6 11 6 9 10 5 16 11 123

書面（※） 5 2 4 2 3 3 2 3 24

来所 3 1 1 5

その他

計 33 8 6 10 8 15 8 13 11 8 18 14 152

苦情 その他 苦情 その他 苦情 その他 苦情 その他 苦情 その他

利用者 2 49 2 1 8 7 60 9 69

家族 6 5 38 2 4 1 48 8 56

職員 1 3 2 6 6

その他 3 3 11 1 1 2 17 4 21

計 12 8 101 5 8 1 10 7 131 21 152

合計

割合 13.2% 69.7% 5.9% 11.2% 100%

45.4%

36.8%

3.9%

13.8%

100%

20 106 9 17 152

　（月別対応状況）

（月別受付方法）

（申出者の状況）

高齢 障害

　　　※書面：郵便、FAX、メール

その他 計児童
合計 割合

2

49

2 1

8 76 5

38

2
4

11
3 23 3

11

1 1 2

0

10

20

30

40

50

60

苦情 その他 苦情 その他 苦情 その他 苦情 その他

高齢 障害 児童 その他

Ｒ７年度 相談件数（申出者別）

利用者 家族 職員 その他
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令和7年度苦情・相談内容、対応方法別

相
談
助
言

紹
介
伝
達

あ
っ

せ
ん

通
知

そ
の
他

継
続
中

①ｻｰﾋﾞｽ内容（職員の接遇） 2 2 5

5 3 2 1

③説明・情報提供 3 1 2

④利用料 1

⑤被害・損害

⑥権利侵害 1 1

⑦その他 1 1 1

計 12 5 7 8

①ｻｰﾋﾞｽ内容（職員の接遇） 35 30 2 3 1

44 25 6 12 1

③説明・情報提供 6 3 3

④利用料 6 3 3 1

⑤被害・損害 2 2

⑥権利侵害 8 3 5 1

⑦その他 2

計 101 64 21 15 1 5

①ｻｰﾋﾞｽ内容（職員の接遇） 5 1 3 1 1

1 1

③説明・情報提供 1 1

④利用料

⑤被害・損害

⑥権利侵害 1 1

⑦その他

計 8 2 5 1 1

①ｻｰﾋﾞｽ内容（職員の接遇） 6 4 2 1

3 3 1

③説明・情報提供 1

④利用料

⑤被害・損害

⑥権利侵害 1 1 1

⑦その他 3

計 10 3 7

①ｻｰﾋﾞｽ内容（職員の接遇） 48 35 9 3 1 8

53 31 9 12 1 2

③説明・情報提供 10 5 5 1

④利用料 6 3 3 2

⑤被害・損害 2 2

⑥権利侵害 11 4 7 2

⑦その他 1 1 6

131 78 36 15 2 21

・相談助言＝運営適正化委員会事務局による助言・傾聴
・紹介伝達＝他の専門機関への紹介、行政機関への伝達
・あっせん＝運営適正化委員会によるあっせん

・通　知　＝都道府県知事への通知

・その他　＝事業所への伝達・改善申し入れ等、上記以外の対応をしたもの

・継続中　＝次年度へ継続したもの

事業所
種別

苦　情

一般
相談
（※）

受付
件数

内　容
苦情解決の結果

　　　　　　　　　　(※一般相談＝具体的な苦情ではないもの、問い合わせなど）

②ｻｰﾋﾞｽ内容（ｻｰﾋﾞｽの質や量）

②ｻｰﾋﾞｽ内容（ｻｰﾋﾞｽの質や量）

②ｻｰﾋﾞｽ内容（ｻｰﾋﾞｽの質や量）

②ｻｰﾋﾞｽ内容（ｻｰﾋﾞｽの質や量）

R7年度
計

②ｻｰﾋﾞｽ内容（ｻｰﾋﾞｽの質や量）

高齢

児童

その他

障害
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令和７年度相談・苦情事例と対応状況（抜粋） 

No 相談・苦情事例 種別 対応状況 

1 電話をしたら、色々と上からの目線でいわれてとても腹が立った。日

常生活自立支援事業の解約も視野に入れている。 

その他 話し合い推

奨 

2 フードバンクで食料を受け取るときに職員の対応が不愉快だった。 その他 事業所伝達 

3 ①貸付を受けるにあたり困っていることを相談したが、話を聞いてい

る感じがしなかった。②相談時にいわれた通り行ったのに、子供が不

登校になってしまった。 

その他 事業所伝達 

4 社協に相談の前日に急に保証人の給与明細や本人確認を求められた。

① 制度としてそういった書類が必要なのは本当なのか？②前日に急

にいうのはどうなのか？ ③事務所で大きい声で相談内容を話してい

た。 

その他 話し合い推

奨 

5 子どものために冷房をきちんと入れてくれないのはどうなのか？また

雇用のあり方に疑問をもっていた。 

児童 助言 

6 保育園から夫の就寝と起床の時間まで報告を求められたが行き過ぎで

はないかと感じているがどのように思うか意見を聞きたい。 

児童 助言 

7 以前働いていた職場と同じ場所にある事業所に子どもを預けている。

不登校について相談しても親の責任といわれたりした。 

児童 事業所伝達 

8 一度国保連に連絡しているが、ケアや薬で疑問に思うことがあったの

で記録が欲しいといったが見せてもらえなかった。また契約の前に重

要事項説明書をみたいと話をしたら断わられた。 

高齢者 他機関紹介 

9 他県にある事業所で職員からパワハラを受けたが、法人本部が栃木県

にあるのでこちらの運営適正化委員会に電話した。 

障害者 他機関紹介 

10 新しい事業者に変更しヘルパーに入ってもらったら、洗面所の花瓶や

お風呂のタイルの掃除をお願いしたら、そこまでやるのかと言われた。 

障害者 話し合い推

奨 

11 施設内でトラブルがあった。トラブルのあった女性から相談を受けた。 障害者 事業所伝達 

12 施設で雇用のための実習を受けたが、暫定的に雇用すると施設は言っ

ていたはずが、ぼっーとしてしまうことを理由に雇用できないといわ

れた。現在、公共職業安定所にて相談中だが悔しいため、こちらにも

電話した。 

障害者 傾聴 

13 子どもが引きこもり気味である。施設の対応が原因だと思う。 障害者 事業所伝達 

14 施設とのやり取りをするのに Line を利用しているが、Line での回答

がなく施設の職員の対応が悪い。 

障害者 話し合い推

奨 

15 グループホームの世話人に色々な嫌がらせを受けている。どうしたら

よいか不安である。 

障害者 傾聴 

16 自分だけ食事のときに声をかけてもらえず疎外感を感じる。 障害者 事業所伝達 
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17 相談支援専門員が利用者ニーズを無視して、障害サービスを介護保険

の移行時に停止した。利用者の声をきちんと聞いたアセスメントをす

べき。 

障害者 話し合い推

奨 

18 訪問介護のヘルパーの対応に不満を持っているが、その旨を相談して

いる相談支援事業所においても不信感が募っている。 

障害者 事業所伝達 

19 ①移動支援の予約をしたはずなのに予約が入っていないといわれ自分

で病院にいった。②移動支援で買い物に行ったとき、気がついたらヘ

ルパーがどこかにいなくなり、買い物を終えた後ヘルパーを探すこと

があった。 

障害者 話し合い推

奨 

20 障害福祉サービスを利用している弟を通じて自分のマイナンバーを不

正に利用しているのでやめてもらえるように事業所に話して欲しい。 

障害者 事業所伝達 

21 お願いしていた時間よりも３０分も早く送迎の迎えがきた。今後、こ

ういったことがないように事業所に伝えて欲しい。 

障害者 事業所伝達 

22 相談支援事業所を変更したいと思い、数か所電話したが、どこの事業

所からも今の状況を話したら断られてしまった。どうしたらよいか不

安である。 

障害者 傾聴 

23 モニタリングもきちんと行われず、相談にもきちんと対応してくれな

い。どこの相談支援事業所も同じなのかと不信感で一杯になって、次

の事業所を探す気にもならない。 

障害者 傾聴 

24 福祉的な就労を今回初めて就労A型の施設を利用した。しかし、対応

がつれなく、最終的にはやめることになった。福祉的な支援を期待し

ていたのに残念だった。 

障害者 傾聴 

25 訪問介護事業所が事業縮小することになり、新しい事業所を探しても

らうように相談支援事業所と連絡をとろうと何度か連絡しているが、

連絡がとれず困っている。 

障害者 事業所伝達 

26 自分の妻が難病であり、転居するにあたり、福祉サービスをうけるこ

とができるような体制を考えている。相談支援専門員の事業所に１０

か所以上、電話をしているがすべて拒否をされてしまい困っている。 

障害者 他機関紹介 

27 訪問介護事業者から加算を取得したので、自己負担が上がるといわれ

た。そういったことはあるのか？またその場合、サービスを継続して

利用するために現在の収入では夫の収入があるため減免されないかも

しれず不安である。 

障害者 他機関紹介 

28 公共職業安定所において施設へ申し込みをしたところ、定員一杯と言

われた。しかしながら、しばらくしたら、また、同じ求人が出ていた。 

障害者 傾聴 

29 ヘルパーが家にきたときに子どもに不適切なかかわりを行ったり、ト

イレを利用したりしている。また子どもがパンツ一枚で暴れていると

ころをスマートフォンで撮影されたり、いたずらでつついたりする。 

障害者 行政伝達 
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30 利用する前の施設の現場体験で職員から配慮のないことを言われ、病

気が悪化してしまった。謝罪を受けたが誠意を感じなかった。 

障害者 事業所伝達 

31 職員の態度や口調が悪いので改善して欲しい。 障害者 事業所伝達 

32 相談支援事業所の職員に半年前に傷つくような言葉を言われ、最近モ

ニタリングで面談したときは、家でモニタリングしたときの態度と全

く違い、感じのよい感じで面談した。態度が非常に気に障るので相談

支援専門員を代えたい。 

障害者 傾聴 

33 ①職員数が少ない ②職員がギリギリに出勤し利用者がケンカなどを

してもだれも対応できない ③職員が高圧的である。これらを踏まえ

て、運営改善をお願いしたい。 

障害者 事業所伝達 

34 ①世話人が無断欠勤した後に謝罪もない。②その世話人は昼間の勤務

だがいないと困るときがあるので休むときは伝えて欲しい。 

障害者 事業所伝達 

35 施設の利用者と上手くいかなくなり、利用を停止することになった。

そのときに、今までがんばって施設で働いてきたのに、法人の代表か

らは一言の体調を気遣う言葉がなくとても悔しい思いをした。 

障害者 傾聴 

36 職員の言葉遣いが悪いこと、送迎が急に変わったことなど不信感があ

った。 

障害者 事業所伝達 

37 施設で働いている職員だが、事業所の状況があまりにもひどいので市

と県には虐待の通報をさせていただいた。きちんとした機関に情報を

知っておいて欲しいので、本会にも連絡した。 

障害者 行政伝達 

38 就労B型の利用を検討しており、見学に９月頃に行ったら、①クリス

マス会への強制参加を求められた。②利用者にセクハラめいた発言を

する人がいて非常に不安。 

障害者 事業所伝達 

39 好きなように嗜好品を食すことができずストレスを感じる。それを要

望として文書で出したが回答を得ることができていない。 

障害者 事業所伝達 

40 兄弟が障害者 GH に入所していたが９月に痰を詰まらせて亡くなっ

た。そのときの判断に納得がいかない。 

障害者 傾聴 

41 担当しているＧＨの利用者が先月退所することになったが、ＧＨから

費用の請求があった。しかも数か月前のことであるが、払わないとい

けないものか。 

障害者 助言 

42 現在障害者GH に入所しているが、利用者が暴れたりするため、ここ

を出たいと思っているが、GH の利用料の支払いが滞っているためＧ

Ｈを出ることができないと言われた。また兄弟に相談しても「ここに

いたいといったよね。」といわれてしまう。 

障害者 他機関紹介 

43 ショートステイを母親が利用したときの施設の職員の対応に不満があ

る。またそのときのケアマネに騙されて結果として老健を利用できな

高齢者 事業所伝達 
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くなってしまった。 

44 （施設の近隣の方から）通所介護の車が路上駐車しており困っている。 高齢者 事業所伝達 

45 訪問している利用者の方から聞いた話では、サービス付き高齢者向け

住宅に入っているがケアマネが訪問せずに、モニタリングや再アセス

メントなどおこなわれていないと思われる。 

高齢者 事業所伝達 

46 施設の職員で暴言を吐く職員がおり、利用者の家族から苦情があった。

この職員は過去にもこういったことがあり通報され、行政から指導を

受けたこともある。 

高齢者 事業所伝達 
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【参考】事業開始（H12.6）からR8.3.31まで

　●種別・申出人の属性

苦情 その他 苦情 その他 苦情 その他 苦情 その他 苦情 その他

H12年度 3 2 53 3 55

H13年度 8 47 17 6 3 55 4 64 32 172

H14年度 8 14 14 36 1 32 3 23 26 105

H15年度 10 29 20 40 4 35 3 12 37 116

H16年度 7 21 19 54 1 42 7 30 34 147

H17年度 10 10 26 20 6 17 6 44 48 91

H18年度 10 3 22 5 2 20 5 13 39 41

H19年度 16 10 30 16 2 31 7 14 55 71

H20年度 13 14 23 27 5 50 13 10 54 101

H21年度 10 26 25 30 5 11 1 25 41 92

H22年度 10 29 25 22 5 12 3 12 43 75

H23年度 20 24 16 3 1 2 5 8 42 37

H24年度 25 5 11 1 7 3 3 5 46 14

H25年度 13 17 26 15 3 6 1 9 43 47

H26年度 12 10 14 12 3 7 3 3 32 32

H27年度 13 20 24 13 6 1 5 5 48 39

H28年度 24 10 20 3 2 6 1 46 20

H29年度 25 31 19 7 5 1 1 6 50 45

H30年度 25 9 28 5 1 2 10 12 64 28

R1年度 32 30 31 16 2 4 12 65 62

R2年度 57 22 22 4 3 7 2 4 84 37

R3年度 43 30 19 14 2 9 3 6 67 59

R4年度 38 13 43 2 0 4 2 9 83 28

R5年度 55 9 35 5 1 4 7 6 98 24

R6年度 54 8 117 3 3 1 9 0 183 12

R7年度 60 9 48 8 6 0 17 4 131 21

合計 601 450 694 369 79 415 120 337 1,494 1,571

利用者 家族 職員 その他 計
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【参考】事業開始（H12.6）からR8.3.31まで

　●苦情対象事業所の種別毎件数

苦情 その他 苦情 その他 苦情 その他 苦情 その他 苦情 その他

H12年度 1 1 2 2 52 3 55

H13年度 12 13 13 55 3 42 4 62 32 172

H14年度 7 22 13 38 3 4 3 41 26 105

H15年度 12 31 12 46 4 10 9 29 37 116

H16年度 10 40 15 58 3 6 6 43 34 147

H17年度 18 22 22 32 3 6 5 31 48 91

H18年度 15 8 12 8 1 3 11 22 39 41

H19年度 16 12 23 10 2 3 14 46 55 71

H20年度 19 11 20 28 5 4 10 58 54 101

H21年度 12 13 16 28 9 18 4 33 41 92

H22年度 19 11 18 25 4 8 2 31 43 75

H23年度 15 6 18 23 4 3 5 5 42 37

H24年度 13 6 23 5 7 3 3 46 14

H25年度 14 5 25 11 1 4 3 27 43 47

H26年度 18 13 8 12 2 2 4 5 32 32

H27年度 13 6 25 8 5 2 5 23 48 39

H28年度 12 5 20 8 7 1 7 6 46 20

H29年度 11 5 25 29 8 2 6 9 50 45

H30年度 12 4 34 16 9 2 9 6 64 28

R1年度 11 15 33 30 12 5 9 12 65 62

R2年度 13 11 48 17 6 3 17 6 84 37

R3年度 11 12 35 16 8 3 13 28 67 59

R4年度 14 4 47 11 15 3 7 10 83 28

R5年度 14 8 59 7 16 3 9 6 98 24

R6年度 20 0 117 2 17 2 29 8 183 12

R7年度 12 8 101 5 8 1 10 7 131 21

合計 344 292 784 530 162 140 204 609 1494 1571

高齢 障害 児童 その他 計
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●申出の内容、結果

相
談
助
言

紹
介
伝
達

あ
っ

せ
ん

通
知

そ
の
他

継
続
中

H12年度 ①②サービス内容 497 235 68 3 188 3 186

～ ③説明・情報提供 96 46 15 33 2 38

R2年度 ④利用料 21 4 8 8 1 14

計 ⑤被害・損害 58 21 16 1 17 3 28

⑥権利侵害 71 20 20 5 23 3 29

⑦その他 189 78 64 1 45 1 1,132

計 932 404 191 1 9 314 13 1,427

R3年度 ①②サービス内容 31 10 6 15 1

計 ③説明・情報提供 9 1 8

④利用料 1 1 1

⑤被害・損害 2 1 1 1

⑥権利侵害 8 3 5

⑦その他 16 12 4 56

計 67 27 6 33 1 59

R4年度 ①②サービス内容 46 23 7 13 3 2

計 ③説明・情報提供 14 6 2 6

④利用料 2 2

⑤被害・損害 9 8 1 1

⑥権利侵害 8 3 2 3

⑦その他 4 1 3 25

計 83 33 24 23 3 28

R5年度 ①②サービス内容 45 17 7 21 4

計 ③説明・情報提供 26 13 5 8

④利用料 1 1 1

⑤被害・損害 3 3 1

⑥権利侵害 4 1 2 1 3

⑦その他 19 12 5 2 15

計 98 46 19 33 24

R6年度 ①②サービス内容 128 89 13 25 1

計 ③説明・情報提供 17 5 4 8

④利用料 9 2 3 4

⑤被害・損害 10 6 1 3

⑥権利侵害 2 1 1

⑦その他 17 3 6 8 12

計 183 105 28 49 1 12

R7年度 ①②サービス内容 101 66 18 15 2 10

計 ③説明・情報提供 10 5 5 1

④利用料 6 3 3 2

⑤被害・損害 2 2

⑥権利侵害 11 4 7 2

⑦その他 1 1 6

計 131 78 36 15 2 21

H12.6～ ①②サービス内容 848 440 119 3 277 9 203

③説明・情報提供 172 76 31 63 2 39

R7.3.31 ④利用料 40 9 16 13 2 18

合計 ⑤被害・損害 84 31 27 1 22 3 31

⑥権利侵害 104 31 32 5 33 3 34

⑦その他 246 106 79 1 59 1 1,246

1,494 693 304 1 9 467 20 1,571合計

一般
相談受付

件数

年　度 内　容

苦　情

苦情解決の結果
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委員名簿（R7.3.31 現在） 

選考委員会委員名簿（任期：R6.8.29～R8.8.28） 

分 野 氏 名 選出母体 備 考 

福祉サービス利用者代表 
倉持   寿 栃木県心身障害児者親の会連合会  

興野  憲史 栃木県精神保健福祉会  

社会福祉事業経営者代表 
菊地  月香 栃木県社会福祉法人経営者協議会  

柏 瀬  旬 栃木県社会福祉法人経営者協議会  

公益代表 
直井   勇 栃木県弁護士会 委員長 

島田  次秀 栃木県民生委員児童委員協議会 副委員長 

 

運営適正化委員会委員名簿（任期：R6.9.26～R8.9.25） 

№ 分 野 氏 名 所 属 合議体 

１ 

公益 

磯  修 一 栃木県人権擁護委員連合会 苦情 

２ 茂木  明奈 白鷗大学 苦情 

３ 礒   玲子 国際医療福祉大学 監視 

４ 小野  篤司 宇都宮短期大学 苦情 

５ 坪 井  真 作新学院大学女子短期大学部 苦情 

６ 宮 地 ゆ み 栃木県民生員児童委員協議会 苦情 

７ 松永千惠子 栃木県社会福祉士会 苦情 

８ 吉澤  洋介 栃木県社会福祉士会 監視 

９ 
福祉サービス 

利用支援団体 

森屋  弘美 栃木県手をつなぐ育成会 監視 

10 前田  則隆 栃木県身体障害者福祉会連合会 監視 

11 小池 秀明  栃木県精神保健福祉会 監視 

12 
福祉サービス 

提供者 

池澤   守 
栃木県地域包括・在宅介護支援ｾﾝﾀｰ

協議会 
監視 

13 伊藤  淳一 栃木県障害施設・事業協会 監視 

14 阿部  和史 とちぎ地域共生ケアネットワーク 監視 

15 
法律関係 

溝邉  岳秋 栃木県弁護士会 苦情 

16 山下  雄大 栃木県弁護士会 監視 

17 
医療関係 

成井  允彦 栃木県精神保健福祉士協会 監視 

18 松本  佑司 栃木県精神保健福祉士協会 苦情 

【運営適正化委員会】   【運営監視委員会】   【苦情解決委員会】 

 委 員 長：溝邉 岳秋   委 員 長：山下 雄大   委 員 長：溝邉 岳秋 

副委員長：山下 雄大   副委員長：小池 秀明   副委員長：小野 篤司 
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